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(4)ある磁場 H-Hl.においてsingtLhr 0 H HK Hc2
coreを持つVOrteXの格子-の一次相転移が
Fig･1
起こる｡この格子の核では秩序変数の絶対
値が0になる｡
(5)さらにH-HC2において通常の金屑に転移する｡この能界磁鳩HC2は磁気モー
メント1のために高くなる｡
以上､超伝導ABM状態の破気的性質について述べてきたOここでは軌道角運
動量の方向lが空間的に変わり得るとしている｡しかし現実の系では格子の異方性
により1が ビン止めされることが予想される｡(またanyomガスが玉子#締する場
合にもIが空間変化する自由度はない｡)その際には外部碇場0での平衡状態 (2)
は実現せず､任意の大きさの試料について状態 く1)が安定となるであろう｡また
礁化過程でも有限の大きさのEclが現れ､また鳳OnSiRg血 rな核をもつvortex格子
はエネルギー的に不利となることが予想される｡以上の点がこれからの研究課題で
ある｡
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